
2007年度 社団法人 天草本渡青年会議所

委員会年間事業計画書（案）

広報渉外委員会

担当副理事長 船場 正和

委員長 山下 裕

副委員長 龍石 泰幸

１．活動方針

対内的には、委員会事業を通じメンバー各々がリーダーシップが執れる様に、メンバーの資質向上

を図っていき、委員会メンバー一人一人の顔がＬＯＭメンバーに見えるよう事業に取組んでいく。

対外的には、あしなみ・ホームページ等を通じて （社）天草本渡青年会議所の活動をＰＲする。、

各種団体からの依頼を円滑かつ迅速に対応し、メンバー内の情報の共有化・意識の共有化を図ると共

に、人づくり・まちづくり事業に奮闘している青年会議所の姿をアピールする。

２．委員会運営

①開催日時 毎月第４火曜日 ２０：００～２１：００ その他必要に応じ随時

②開催場所 ＪＣ会館

、 、③運営方法 事前に会議資料を製作・配布しておき 自分の考えを持って委員会に出席することで

スムーズな会議運営を執り行う。また、委員会メンバー全員が各事業に対してリーダ

ーシップが執れる様に、担当のローテーション制・リーダー制を実施する。

委員会幹事 長井 正行

会 計 幹 事 池﨑 興二

選 考 委 員 濵田 剛

３．事業計画

事業名 目的・背景 方法・手段 予 算 上程ｽｹｼﾞｭｰﾙ 備 考

取材活動 「ＬＯＭ内広報誌」 カメラ(デジタル・アナ 20,000 06'

【通年】 「ホームページ」 ログ)使用にて取材し、 11月計画協議

「あしなみ」の素材 ＣＤにて保存する。 12月計画審議

を収集する。 07'

12月報告審議

ＬＯＭ内広報誌 ＬＯＭ内外の様々な 毎月１回作成・発行し 129,000 06'、

の発行 出来事を分かり易く 例会時に配布する。 11月計画協議

【通年】 伝える。 12月計画審議

07'

12月報告審議



ホームページの 青年会議所の活動を 月２回（上旬・下旬） 70,000 06'

運営 対外にＰＲすると共 の更新を図り、青年会 11月計画協議

【通年】 に、メンバー間での 議所の旬な情報を対外 12月計画審議

情報の共有化に利用 ・メンバー問わずお届 07'

する。 けする。 12月報告審議

渉外活動 各種外部団体からの 外部団体からの依頼に 195,000 06'

【通年】 依頼を円滑に処理し 対応するフローチャー 11月計画協議

迅速に対応する。 トに添って、執行部・ 12月計画審議

理事・担当委員会と検 07'

討し、外部団体並びに 12月報告審議

メンバーへ発信する。

あしなみの発行 （社）天草本渡青年 年２回発行する。 239,000 07'

４月・１０月 会議所の活動を対外 ４月を青年会議所活動 １月計画協議【 】

にＰＲすると共に、 のＰＲをメインに発行 ２月計画審議

新入会員拡大ツール し、１０月を次年度紹 12月報告審議

として利用する。 介を含む青年会議所自

体のＰＲをメインに発

行する。

会員拡大 委員会メンバー全員で 0組織の維持・成長の

【通年】 協力し、会員拡大に努ため、同じ志を持つ

める。仲間を増やし、ＬＯＭ

の活性化を図る。

創立５０周年時に会

員１００名を目指す。

例会議事録作成 正確な資料として記 担当を振り分けてテー 2,000

【年２回】 録を残す。あとで見 プから起こす。次回の

るときに、発言者の 例会３日前に総務例会

意図が正確に伝わる 委員会にお渡しする。

ような議事録を作成

する。

655,000


